
は
じ
め
に

つ
い
最
近
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
。
以
前
よ
り
数
段
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
の
が
瞭
然
で
あ
っ

た
。
何
し
ろ
検
索
す
る
と
大
量
に
デ
ー
タ
が
出
て
く
る
。
有
名
な
人

物
や
事
項
だ
と
か
え
っ
て
困
る
く
ら
い
で
あ
る
。
以
前
『
り
ず
む
』

で
も
取
材
し
た
知
る
人
ぞ
知
る
「
住
喜
与
志
」
は
結
構
独
自
で
調
べ

た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
お
蔭
で
新
し
い
情
報
を
入
手
で
き
た
。
検

索
の
弱
点
は
あ
る
に
は
あ
る
に
し
て
も
、
基
本
的
な
調
査
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
メ
リ
ッ
ト
は
数
倍
で
あ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
そ
の

恩
恵
に
預
か
っ
て
い
る
。

私
の
所
属
す
る
東
海
地
方
の
美
術
館
で
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
明

治
期
を
対
象
と
し
て
展
覧
会
を
開
催
す
る
た
め
、
事
前
に
下
調
べ
を

し
た
段
階
で
あ
ら
わ
れ
た
名
前
が
加
島
菱
州
で
あ
る
。
関
西
の
洋
画

家
と
し
て
聞
き
覚
え
の
あ
る
名
前
で
は
あ
っ
た
が
、
作
品
を
見
た
こ

と
も
な
く
、
ど
ん
な
人
な
の
か
、
全
く
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
ち
ょ

っ
と
調
べ
て
み
る
と
、
名
古
屋
も
し
く
は
岐
阜
に
縁
が
あ
る
こ
と
が

す
ぐ
わ
か
っ
た
。
金
子
一
夫
『
近
代
日
本
美
術
教
育
の
研
究

明
治

時
代
』
と
い
う
信
頼
の
お
け
る
基
本
文
献
で
は
、
加
島
は
信
成
と
い

う
名
前
で
岐
阜
県
出
身
、
日
本
画
家
池
田
小
華
の
弟
ら
し
い
こ
と
、

林
蓊
と
野
村
実
之
、
若
松
常
齢
と
い
う
人
物
が
加
島
に
西
洋
画
を
学

ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。

藤
野
彦
次
郎
編
『
明
治
肖
像

録
』（
１
８
９
８
年

明
治
館

１６１
頁
）
に
は
肖
像
写
真
も
あ
る

（
図
１
）。

次
に
見
つ
け
た
の
が
１
９
２

加
島
信
成
、
ま
た
の
名
を
加
島
菱
州

平

瀬

礼

太
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⑴

２
年
の
土
屋
弘
伯
毅
『
晩
晴
楼
集
』
第
５
編
の
１
の
下
記
の
加
島
の

伝
記
で
あ
る
。

「
加
島
菱
洲
傳

加
島
信
成
。
字
子
聲
。
号
菱
洲
。
尾
張
名
古
屋
人
。
常
喜
漫
遊
。
善

篆
刻
及
洋
画
。
生
五
歳
。

弱
不
能
言
。
人
以
為
唖
。
歳
十
一
学
武

技
。
尤
好
御
馬
。
身
躯
矯
強
。
言
談
可
聴
。
十
三
学
篆
。
手
写
六
書

通
一
部
。
乙
丑
征
長
之
役
。
尾
張
侯
為
総
督
。
菱
洲
従
軍
有
功
。
後

与
権
貴
論
事
不
合
。
乃
託
跡
於
山
水
登
臨
。
寄
情
於
風
月
詩
酒
。
徜

遙
自
適
。
其
至
也
。
窮
甚
。
売
書
画
。
以
自
活
。
熊
谷
酔
香
者
。
富

書
画
。
善
鑑
識
。
喜
菱
洲
為
人
。
延
而
客
于
已
家
。
時
菱
洲
従
英
人

某
。
学
洋
画
有
所
得
。
後
為
大
阪
中
学
画
教
師
。
其
名
頗
顕
。
初
菱

洲
戯
刻
小
鼠
。
置
之
京
師
博
物
場
。
欧
人
一
見
。
大
賞
其
精
巧
。
購

以
二
十
弗
銀
。
其
修
洋
画
之
志
。
発
於
此
時
。
云
篆
刻
遠
取
法
於
漢

魏
六
朝
。
近
傚
明
清
諸
家
。
別
出
機
軸
。
高
雅
疎
落
猶
其
為
人
。
今

辞
職
市
居
。
齢
未
至
強
仕
。
其
技
愈
進
不
已
（
後
略
）」

加
島
は
名
古
屋
の
人
で
尾
張
侯
に
従
っ
て
従
軍
し
て
功
を
挙
げ
た

こ
と
、
篆
刻
を
よ
く
し
、
洋
画
は
英
国
人
に
学
ん
で
中
学
の
画
学
教

師
を
務
め
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。

こ
こ
ま
で
は
早
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
は
新
聞
記
事
な
ど
を

ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
見
か
け
る
程
度
で
、
あ
と
は
菱
州
館
と
い
う
画
学
校

を
設
立
し
た
こ
と
が
わ
か
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
大
阪
で
は
そ
れ
な

り
に
有
名
な
画
家
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
情
報
が
少
な
く
、
東
京
横

浜
以
外
で
は
珍
し
い
洋
画
家
と
し
て
も
、
わ
ざ
わ
ざ
取
り
上
げ
る
よ

う
な
こ
と
も
な
い
か
と
考
え
た
（
も
ち
ろ
ん
、
作
品
が
な
い
の
で
展

覧
会
の
出
品
は
論
外
で
あ
る
）。
そ
れ
が
変
わ
っ
た
の
は
大
阪
の
図

書
館
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
、
大
阪
電
燈
会
社
の
設
立
に
関
わ
っ

て
い
る
加
島
信
成
と
い
う
人
物
は
こ
の
洋
画
と
篆
刻
を
嗜
む
菱
州
と

同
一
人
物
で
は
な
い
か
、
と
い
う
情
報
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
え
ば
１

８
８
０
年
の
新
聞
記
事
で
土
居
判
事
、
清
岡
判
事
と
富
士
山
に
登
っ

た
と
い
う
、
加
島
菱
洲
傳
と
比
べ
て
違
和
感
の
あ
る
内
容
か
ら
、
変

な
知
人
も
い
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
土
居
通
夫
と
い
え
ば
、
大

阪
商
業
会
議
所
会
頭
を
２２
年
間
も
務
め
た
大
阪
財
界
の
最
有
力
者
で

あ
っ
た
こ
と
は
銅
像
の
調
査
で
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
ひ
ょ
っ
と
し

た
ら
、
と
こ
こ
で
考
え
た
の
で
あ
る
。
加
島
自
身
が
実
は
変
な
人
な

の
で
は
な
い
か
、
と
。

様
々
な
新
聞
記
事
や
国
会
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
用
い
て

加
島
に
関
す
る
情
報
を
調
べ
た
結
果
が
本
稿
で
あ
る
。

油
画
師

加
島
菱
洲

１
８
４
７
（
弘
化
４
）
年
９
月
生
と
い
う
加
島
の
幼
少
の
頃
に
つ
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い
て
は
『
晩
晴
楼
集
』
の
「
加
島
菱
洲
傳
」
く
ら
い
に
し
か
情
報
は

見
当
た
ら
な
い
。
言
葉
が
不
自
由
で
あ
っ
た
が
、
武
技
、
馬
に
長

じ
、
篆
刻
を
学
び
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
１
８
７
４
（
明
治

７
）
年
１１
月
７
日
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
は
加
島
菱
洲
な
ど
が
「
此

道
に
勉
励
」
と
あ
り
、
こ
の
頃
ま
で
に
は
西
洋
画
を
学
ん
で
い
た
と

推
測
さ
れ
る
。
洋
画
を
英
国
人
に
教
わ
る
、
と
い
え
ば
ワ
ー
グ
マ
ン

が
有
名
で
あ
る
が
、
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
。
１
８
７
５
年
に
は
後
に

日
本
画
家
と
し
て
大
阪
で
名
を
馳
せ
る
深
田
直
城
が
、
父
の
友
人
だ

っ
た
加
島
に
油
画
を
学
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
年
１１
月
に
は
京
都
東
山

で
鳩
居
堂
主
人
熊
谷
直
孝
追
善
煎
茶
会
に
参
加
し
た
よ
う
で
、
翌
年

発
行
の
『
円
山
勝
会
図
録
』
全
三
巻
の
巻
下
に
加
島
信
成
「
熊
谷
直

孝
肖
像
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
住
所
は
上
京
区
三
十
三
組
寺
町
姉

小
路
鳩
居
堂
同
居
と
な
っ
て
お
り
、
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
時
代
で

あ
る
。
１
８
７
６
年
に
は
富
山
県
博
覧
会
に
《
修
学
院
離
宮
之
圖
油

画
》
と
《
嵐
山
秋
景
ノ
圖
油
画
》
が
出
品
さ
れ
て
い
る
が
、「
西
京

加
島
信
成
筆
」
と
あ
り
、
博
物
館
備
品
と
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
の
第

一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
出
品
は
《
油
画
五
畿
名
勝
》
で
上
京
下
本

能
寺
前
町
の
加
島
菱
洲
名
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
１
８

７
８
（
明
治
１１
）
年
１２
月
１１
日
の
『
教
育
新
聞
』（
大
阪
教
育
社
）

に
は
「
先
頃
よ
り
菱
洲
加
島
信
成
と
い
ふ
油
畫
の
先
生
が
當
地
で
そ

の
業
を
始
め
ら
れ
て
」
と
あ
り
、
こ
の
年
の
ど
こ
か
で
大
阪
に
移
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
１
８
７
９
年
２
月
の
『
三
府
書
画
大
家
一

覧
表
』（
加
藤
富
三
郎
編

前
田
喜
兵
衛
版
）
で
は
「
油
画

大
阪

加
島
菱
洲
」
と
あ
る
。

同
年
京
都
東
山
双
林
寺
文
阿
弥
に
お
い
て
開
か
れ
た
油
絵
展
観
目

録
の
「
展
観
出
品
表
」
中
に
《
嵐
山
夏
景
》《
酒
井
虎
逸
肖
像
》
が

記
載
さ
れ
、
５
月
２３
日
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
は
「
油
畫
に
て
有
名
な

る
加
嶋
信
成
君
ハ
一
昨
日
師
範
学
校
兼
中
学
校
の
書
畫
教
師
を
拝
命

さ
れ
ま
し
た
」
あ
っ
て
５
月
２１
日
に
教
師
と
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ

る
。『
大
阪
府
師
範
學
校
沿
革
史
略
』（
大
阪
府
師
範
学
校
編

１
９

０
１
年
）
に
よ
る
と
、
大
阪
府
天
王
寺
師
範
勤
務
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
大
阪
東
区
高
麗
橋
２
丁
目
に
菱
洲
館
と
い
う
学
校
を
設
立
し

た
と
い
う
。
こ
こ
ま
で
で
は
、
西
洋
か
ら
の
新
技
術
で
あ
る
油
画
を

学
び
、
京
阪
地
区
で
い
ち
早
く
活
動
し
、
教
鞭
も
と
っ
た
油
絵
の
先

駆
者
の
一
人
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

１
８
８
０
年
に
は
前
述
の
よ
う
に
土
居
判
事
、
清
岡
判
事
、
高
池

三
郎
兵
衛
と
共
に
富
士
山
に
登
り
、
さ
ら
に
福
沢
諭
吉
の
提
唱
で
創

立
し
た
実
業
家
社
交
団
体
で
あ
る
交
詢
社
に
入
会
し
て
い
る
が
、
こ

ん
な
と
こ
ろ
が
一
般
的
な
画
家
の
イ
メ
ー
ジ
と
の
齟
齬
を
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
一
体
何
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
は
い
え
、
そ
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の
後
も
交
詢
会
『
交
詢
雑
誌
』
の
加
島
の
肩
書
は
油
絵
師
も
し
く
は

油
画
家
で
あ
り
、『
古
今
名
家
改
正
南
画
一
覧
』（
１
８
８
１
年
）
で

は
「
大
坂

兼
油
画

加
島
菱
洲
」
と
な
っ
て
い
て
、
明
治
の
洋
画

家
に
よ
く
あ
る
よ
う
に
南
画
と
油
画
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
１
８
８
１
年
の
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
も
油
画
額
を
出
品

し
て
お
り
、
こ
の
頃
ま
で
の
加
島
は
油
画
を
描
く
人
物
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

文
人

加
島
信
成
（
菱
洲
）

１
８
８
２
年
に
中
国
の
画
人
で
１
８
７
７
年
以
降
度
重
ね
て
来
日

し
、
文
人
た
ち
と
交
流
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
王
冶
梅
（
お
う
や
ば

い
）
の
『
冶
梅
画
譜

人
物
冊
』『
冶
梅
蘭
竹
譜
』
の
二
冊
に
校
閲

者
と
し
て
関
わ
る
。『
冶
梅
画
譜

人
物
冊
』
で
は
出
版
人
と
し
て

岐
阜
県
士
族
加
島
信
成
と
記
さ
れ
て
い
る
。
王
は
鳩
居
堂
に
寄
寓
し

て
い
た
と
あ
り
、
加
島
も
同
様
で
あ
っ
た
た
め
、
鳩
居
堂
が
接
点
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
１
８
８
３
年
に
は
大
阪
の
美
術
品
輸
入

商
・
小
西
分
史
の
一
周
忌
展
に
際
し
て
『
分
史
翁
薦
事
圖
録
』
を
編

む
。
ま
た
、
６
月
に
藤
沢
南
岳
、
小
原
竹
香
、
水
越
耕
南
、
土
井
香

國
、
近
藤
南
洲
、
雲
来
上
人
ら
漢
学
者
、
漢
詩
人
た
ち
と
の
詩
文
の

会
に
参
加
し
て
い
る
（『
翰
墨
因
縁

下
』）。
こ
の
あ
た
り
で
急
に

文
人
的
活
動
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
１１
月
の
住
所

は
大
坂
江
戸
堀
下
通
一
丁
目
と
な
っ
て
い
る
が
、
翌
１
８
８
４
年
１０

月
に
は
東
区
今
橋
四
丁
目
へ
転
居
し
た
よ
う
だ
。
因
み
に
１
８
８
６

年
９
月
に
は
東
区
今
橋
三
丁
目
へ
と
転
居
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

１
８
８
５
年
１１
月
１５
日
に
行
わ
れ
た
大
阪
博
物
場
長
三
角
有
儀
の

追
善
式
に
は
加
島
菱
洲
名
で
演
目
「
木
曾
最
期
、
奈
須
與
市
」
を
琴

で
奏
で
て
い
る
。
１
８
８
７
年
１０
月
に
は
、
小
野
湖
山
、
菊
池
三

渓
、
五
十
川
訒
堂
、
小
原
竹
香
、
藤
澤
南
岳
、
日
柳
三
舟
と
、
１１
月

に
は
緒
方
南
湫
、
菊
池
三
渓
、
小
原
竹
香
、
五
十
川
訒
堂
、
藤
澤
南

岳
、
日
柳
三
舟
と
集
ま
っ
た
記
録
が
あ
る
が
、
彼
ら
は
漢
詩
人
、
漢

学
者
、
儒
者
、
教
育
者
で
あ
り
、
王
冶
梅
と
の
交
流
も
含
め
、
中
国

的
教
養
を
も
と
に
様
々
な
文
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
、
南
画
に
漢
詩

に
琴
に
と
、
典
型
的
な
文
人
を
地
で
行
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
岐

阜
県
士
族
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
が
、
１
８
８
７
年
５
月
の
尾
張
親

睦
会
の
幹
事
を
務
め
て
お
り
、
東
海
地
区
の
出
自
を
意
識
し
て
い
た

こ
と
も
判
明
す
る
。

実
業
家

加
島
信
成

一
番
驚
き
な
の
は
加
島
の
実
業
家
と
し
て
の
顔
で
あ
る
。『
金
城

新
報
』
１
８
８
７
年
９
月
２５
日
は
藤
田
伝
三
郎
、
鴻
池
善
右
衛
門
、
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住
友
吉
左
衛
門
、
阿
部
彦
太
郎
等
が
大
坂
電
灯
会
社
設
立
の
出
願
を

行
っ
た
が
、
加
島
が
府
会
議
員
の
豊
田
文
三
郎
ら
、
そ
の
他
有
志
五

十
余
名
と
共
に
浪
花
電
灯
会
社
の
設
立
を
計
画
し
て
い
る
と
報
じ
て

い
る
。
資
本
金
は
二
十
万
円
で
半
額
は
発
起
人
が
、
残
り
は
一
般
有

志
者
の
募
集
に
よ
り
負
担
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
２
つ

の
会
社
設
立
の
話
は
結
局
一
本
化
し
た
よ
う
で
、
１２
月
に
「
大
阪
電

燈
会
社
」
設
立
に
向
け
た
総
会
が
開
催
さ
れ
、
発
起
人
と
し
て
藤
田

伝
三
郎
、
鴻
池
善
右
衛
門
、
芝
川
又
右
衛
門
ら
と
な
ら
ん
で
加
島
信

成
も
加
わ
っ
て
い
る
。
翌
年
３
月
の
役
員
会
議
で
加
島
を
支
配
人
と

す
る
こ
と
が
決
定
、
１
８
９
４
年
ま
で
務
め
た
よ
う
だ
。
そ
の
間
の

１
８
９
３
年
に
加
島
は
宮
崎
彌
三
郎
、
村
上
嘉
兵
衛
ら
の
賛
同
を
得

て
大
阪
電
気
鉄
道
株
式
会
社
設
立
誓
願
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
残

念
な
が
ら
実
現
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
こ
と
自
体
が
鉄
道
史

で
は
知
ら
れ
て
い
る
事
実
の
よ
う
で
あ
る
。
１
８
９
４
年
に
は
国
民

道
徳
普
及
団
体
で
あ
る
日
本
弘
道
会
の
大
阪
市
支
会
創
立
委
員
総
代

と
な
る
。
１
８
９
５
年
に
は
玉
江
町
（
現
在
の
中
之
島
周
辺
）
に
大

阪
電
燈
株
式
会
社
が
修
繕
工
場
を
建
設
し
て
加
島
に
経
営
を
委
任

し
、
加
島
電
機
工
場
と
称
し
て
一
般
電
気
諸
機
械
器
具
の
製
作
に
従

事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
１
８
９
７
年
に
は
同
工
場
は
大
阪
電
燈
株

式
会
社
の
直
轄
工
場
と
な
っ
て
い
る
。
少
し
戻
っ
て
１
８
９
６
年
４

月
の
日
本
電
気
協
会
総
会
で
加
島
は
副
会
長
に
選
ば
れ
る
。
１
８
９

８
年
１
月
に
は
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社
の
発
起
人
と
な
り
１
８
９
９

年
に
は
中
外
火
災
保
険
株
式
会
社
取
締
役
、
大
阪
瓦
斯
株
式
会
社
取

締
役
、
１
９
０
０
年
大
阪
馬
車
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
就
任
と
、
ま

る
で
本
物
の
バ
リ
バ
リ
の
実
業
家
で
あ
る
。
そ
の
後
も
１
９
０
７
年

に
笠
置
水
力
紡
績
会
社
設
立
の
発
起
人
と
な
り
、
日
本
鑽
砥
株
式
会

社
監
査
役
も
務
め
る
が
、
同
年
１１
月
に
は
逝
去
し
た
よ
う
だ
。
か
の

大
阪
ガ
ス
を
始
め
様
々
な
企
業
の
創
立
、
運
営
に
関
わ
り
、
積
極
的

に
事
業
を
行
っ
た
加
島
の
実
業
家
の
姿
が
こ
こ
に
あ
る
。

お
わ
り
に

加
島
は
多
忙
な
実
業
家
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
で
、
文
人
と
の
交

流
や
文
化
的
な
活
動
も
並
行
し
て
続
け
て
い
た
。
１
８
９
３
年
に
は

『
梅
花
唱
和
集
』
を
編
集
し
、
１
９
０
３
年
に
は
藤
澤
南
岳
の
漢
詩

の
末
三
字
「
文
字
香
」
を
採
っ
て
刻
し
た
と
い
う
印
を
制
作
し
て
、

そ
れ
が
関
西
大
学
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
１
９
０
６
年
１１
月
に
は
高
谷

宗
範
、
田
村
太
兵
衛
、
村
山
龍
平
、
上
野
理
一
、
芝
川
又
右
衛
門
、

本
山
彦
一
、
藤
澤
南
岳
等
と
衰
微
し
か
け
て
い
る
書
道
の
研
究
と
奨

励
を
図
る
た
め
に
観
鵞
会
を
起
し
、
１
９
０
７
年
１
月
に
は
雑
誌

『
日
清
』
に
漢
詩
を
寄
せ
て
い
る
。
実
業
家
と
し
て
の
側
面
を
除
い
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て
考
え
れ
ば
、
琴
棋
書
画
に
親
し
み
（
囲
碁
を
嗜
ん
だ
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
）、
中
国
由
来
の
教
養
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か
っ
た
明
治

な
ら
で
は
の
文
化
人
に
思
わ
れ
る
。
い
や
、
実
業
家
が
文
化
に
親
し

む
が
故
に
、
そ
も
そ
も
本
来
の
意
味
で
、
つ
ま
り
職
業
画
家
や
職
業

文
学
者
・
音
楽
家
と
は
異
な
る
と
い
う
意
味
で
の
文
人
と
し
て
生
涯

を
全
う
し
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

最
初
に
記
し
た
、
加
島
信
成
・
菱
洲
は
実
は
変
な
人
か
も
し
れ
な

い
、
と
い
う
見
解
は
結
局
最
後
ま
で
変
ら
な
か
っ
た
。
産
業
界
の
人

物
か
ら
見
れ
ば
、
出
自
が
油
画
師
と
い
う
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
変
で
あ

ろ
う
し
、
筆
者
の
よ
う
に
美
術
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
文
化
人
た
ち
と

の
交
流
は
全
く
不
思
議
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
産
業
界
の
重
鎮
と
し

て
同
時
に
活
躍
す
る
こ
と
は
異
様
で
あ
る
。
実
際
に
筆
者
は
、
同
姓

同
名
の
加
島
信
成
と
い
う
人
物
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
今
で
も
僅⑵

か
な
疑
い
を
抱
い
て
い
る
が
、「
大
坂
紳
士
の
嗜
好
」
と
い
う
記
事

で
加
島
信
成
の
嗜
好
が
「
油
画
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
益
々
別
人
物
説
は
遠
の
い
て
い
く
（
因
み
に
土
居
通
夫
は
「
朝

風
呂
」）。
明
治
期
の
美
術
家
を
調
べ
て
み
る
と
、
様
々
な
分
野
に
首

を
突
っ
込
む
マ
ル
チ
タ
レ
ン
ト
が
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
て
は
い

た
が
、
加
島
に
関
し
て
も
相
当
の
も
の
だ
と
感
心
す
る
ば
か
り
で
あ

る
。
筆
者
の
関
心
と
し
て
は
、
あ
と
は
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
加
島
描
く
と
こ
ろ
の
明
治
初
期
関
西
発

油
彩
画
の
実
物
を
い
く
つ
か
、
き
ち
ん
と
見
て
み
た
い
、
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。
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